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ー
歴
史
学
会
発
展
の
礎
－

一
〇
〇
年
記
念
の
大
会
開
仙
惟
さ
れ
る

去
る
八
月
二
〇
、
二
十
一
日
、
日
本

看
護
歴
史
学
会
第
二
同
大
会
が
、
日
本

赤
十
字
看
護
大
学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
土
曜
日
の
牛
後
か
ら
の
開
始

と
い
う
事
も
あ
り
ま
し
て
、
あ
ら
か
じ

め
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
ん
で
参
加
さ
れ
た

方
も
多
く
見
受
け
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

参
加
者
は
九
十
四
名
で
、
昨
年
よ
り
十

数
名
も
多
く
、
去
年
の
方
々
に
加
え
て

東
京
を
中
心
と
し
た
新
し
い
メ
ン
バ
ー

の
参
加
が
目
立
ち
ま
し
た
。
大
会
当
日

の
入
会
者
を
含
め
、
会
員
は
二
百
名
を

越
え
ま
し
た
。
本
会
へ
寄
せ
ら
れ
る
関

心
の
深
さ
と
、
看
護
歴
史
研
究
に
情
熱

を
傾
け
る
向
学
心
溢
れ
る
方
々
が
益
々

増
え
る
こ
と
の
喜
び
を
強
く
感
じ
、
心

山

　

本

　

捷

　

子

か
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
皆
様
の
厚
い

御
協
力
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
C

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
初
口
は
　
「
近
代
看

護
婦
発
祥
一
〇
〇
年
記
念
」
　
の
特
別
講

演
、
研
究
報
告
と
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
別
講
演
は
群
馬
県
立
女
子
大
学
の

村
田
鈴
子
氏
の
　
「
女
子
教
育
史
の
視
点

か
ら
看
護
教
育
を
考
え
る
」
　
で
し
た
。

明
治
初
期
の
学
制
か
ら
現
代
に
至
る
ま

で
の
、
女
子
教
育
の
変
遷
の
中
で
「
看

護
」
が
ど
の
よ
う
に
教
育
さ
れ
、
ど
ん

な
位
置
づ
け
が
さ
れ
て
き
た
か
を
つ
ぶ

さ
に
お
話
し
下
さ
い
ま
し
た
。
小
学
校

や
女
学
校
で
「
家
政
」
　
の
一
部
と
し
て

の
「
生
理
衛
生
」
　
が
教
授
さ
れ
た
経
過

は
あ
り
ま
し
た
が
、
看
護
婦
の
養
成
に

っ
い
て
は
病
院
付
属
の
教
育
が
主
流
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
村
田
先
生
の
講
演

の
所
謂
「
教
育
史
」
　
の
中
に
看
護
教
育

が
登
場
す
る
の
は
戦
後
の
大
学
や
高
校

衛
生
看
護
科
と
し
て
で
あ
り
、
看
護
教

育
の
置
か
れ
た
立
場
を
外
側
か
ら
見
る

こ
と
の
大
切
さ
を
私
達
に
教
え
ら
れ
た

よ
う
に
恩
い
ま
し
た
。

研
究
報
告
は
二
題
。
飯
鳥
美
代
子
氏

の
　
「
赤
十
字
博
物
館
と
保
健
衛
生
活
動
」

で
は
赤
十
字
博
物
館
の
存
在
と
、
そ
れ

が
保
健
衛
生
の
普
及
に
果
し
た
役
割
に

っ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
吉
川
龍
子

氏
は
　
「
高
山
盈
の
生
涯
」
を
研
究
し
た

過
程
で
、
実
際
に
高
山
盈
と
そ
の
ゆ
か

り
の
深
い
人
々
の
足
跡
を
た
ど
る
と
い

去
年
の
顔
合
わ
せ
か
ら
発
展
し
て
、
活

発
な
討
議
が
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
の
時

を
契
機
に
不
断
の
研
究
活
動
が
触
発
さ

れ
ま
す
よ
う
期
待
し
ま
す
。

午
後
は
分
科
会
の
報
告
と
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
　
「
同
時
代
史
と
し
て
の
戦
後
の
看

護
を
語
る
」
　
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
都
築
公
民
が

「
制
度
」
　
の
面
か
ら
、
特
に
昭
和
二
十

三
年
の
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
が
身

分
法
と
し
て
確
立
し
た
経
過
を
、
国
会

議
事
録
の
紹
介
を
ま
じ
え
な
が
ら
話
さ

れ
ま
し
た
。
「
教
育
」
の
面
か
ら
は
、
武

藤
美
知
氏
が
国
立
病
院
に
お
け
る
看
護

教
育
を
軸
に
、
医
療
需
要
に
応
え
つ
つ

教
育
の
質
の
向
上
を
は
か
り
、
学
生
の

人
権
を
獲
得
し
て
き
た
看
護
教
育
の
実

う
歴
史
研
究
・
資
料
収
集
の
方

法
に
つ
い
て
の
体
験
を
話
さ
れ
、

二
題
と
も
大
き
な
示
唆
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

講
演
、
研
究
報
告
と
も
に
機

関
誌
二
号
に
掲
載
さ
れ
る
予
定

で
す
。

二
日
目
は
、
午
前
中
各
分
科

会
に
わ
か
れ
、
話
題
提
供
者
を

中
心
に
熱
心
な
グ
ル
ー
プ
活
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
方
式

は
自
分
の
テ
ー
マ
を
も
っ
て
、

ど
の
分
科
会
に
所
属
す
る
か
を

選
択
す
る
た
め
に
、
多
少
の
戸

惑
い
は
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
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態
の
経
緯
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
草
刈
淳

子
氏
は
行
政
・
病
院
組
織
を
含
め
た

「
管
理
」
　
の
変
遷
を
健
康
政
策
や
社
会

福
祉
・
社
会
保
障
制
度
と
の
関
連
か
ら

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

戦
後
四
〇
年
の
看
護
史
を
語
る
に
は

内
容
が
豊
富
過
ぎ
て
、
九
〇
分
と
い
う

時
間
の
短
さ
を
残
念
に
思
い
な
が
ら
、

今
後
一
つ
ひ
と
つ
の
問
題
を
掘
り
下
げ

て
い
く
こ
と
に
期
待
を
か
け
て
、
閉
会

し
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
は
　
「
近
代
看
護
婦
発
祥

一
〇
〇
年
」
　
に
当
り
、
本
会
は
設
立
一

年
目
で
し
た
が
、
記
念
の
テ
レ
ホ
ン
カ
ー

ド
発
売
と
　
「
看
護
婦
一
〇
〇
年
の
あ
ゆ

み
写
真
展
」
を
企
画
し
ま
し
た
。
京
都
、

東
京
、
名
古
屋
で
開
い
た
写
宵
パ
展
は
い

ず
れ
も
多
く
の
万
々
の
来
場
が
あ
り
、
関

心
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

写
莫
展
を
機
に
マ
ス
コ
ミ
の
方
が
　
「
看

護
に
関
す
る
問
題
」
を
取
上
げ
よ
う
と

い
う
反
響
も
あ
り
、
看
護
婦
の
歴
史
を

知
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
所
期
の
目
的

が
達
成
さ
れ
ま
し
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
近
代
看
護
婦
の
歴
史
一
〇
〇

年
と
時
を
同
じ
く
し
た
節
目
に
本
会
が

発
足
し
た
こ
と
は
意
義
深
い
こ
と
だ
と

い
う
声
も
聞
か
れ
て
お
り
ま
す
。
本
会

に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
の
大
き
さ
に
責
任

の
重
さ
を
痛
感
し
な
が
ら
、
二
年
目
の

足
元
固
め
の
た
め
に
幹
事
一
同
努
力
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

霊
エ
T
－
山
王
T
－
山
王
T
－
山
王
T
－
山
中
－
山
王
T
中
山
玉
串
V
－
ま
T
V
山
エ
T
山

第
二
回
大
会
に
参
加
し
て

金
井
悦
子

昨
年
誕
生
し
た
新
し
い
学
会
に
興
味

を
お
ぼ
え
会
員
で
は
な
い
が
参
加
す
る

機
会
を
得
た
。

村
田
鈴
子
先
生
の
特
別
講
演
は
広
い

女
子
教
育
史
の
視
点
か
ら
述
べ
ら
れ
、

私
達
は
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
発
達
の

歴
史
を
分
析
し
、
看
護
の
本
質
を
ふ
ま

え
て
未
来
を
含
む
過
去
を
判
断
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

〝
過
去
を
忘
れ
た
人
間
は
、
未
来
を
持

つ
こ
と
は
で
き
な
い
″
と
い
う
先
人
の

こ
と
ば
通
り
で
あ
る
〃

分
科
会
は
、
2
5
の
テ
ー
マ
か
ら
自
由

に
選
ん
で
参
加
で
き
る
と
い
う
形
式
に
、

他
に
な
い
新
鮮
さ
を
感
じ
た
。
村
田
先

生
の
講
演
に
触
発
さ
れ
、
「
看
護
教
育

模
範
学
院
」
に
学
ん
だ
私
は
、
自
己
を

ふ
り
返
る
意
味
で
、
看
護
教
育
史
に
加

わ
っ
た
が
、
話
題
提
供
晋
の
み
ご
と
な

導
入
で
1

1
名
の
参
加
晋
が
自
由
に
発
言

で
き
、
時
間
の
過
ぎ
る
の
を
忘
れ
て
し

ま
う
ほ
ど
楽
し
か
っ
た
。

こ
の
分
科
会
が
、
お
互
い
を
啓
発
し

継
続
的
に
学
習
や
研
究
を
深
め
て
、
発

展
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
応
援
し
た
い

と
思
う
。

（
非
会
員
・
日
赤
看
護
大
学
）

江
崎
フ
サ
子

〝
当
然
、
参
加
″
、
自
分
の
意
志
で

今
年
は
臨
ん
だ
。
わ
ず
か
一
年
、
見
事

な
成
長
・
発
達
を
す
る
乳
児
の
よ
う
に
、

メ
ン
バ
ー
の
熱
気
は
、
高
く
、
濃
く
、

育
っ
て
い
た
。

時
宜
を
得
た
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

会
員
に
よ
る
研
究
発
表
、
身
を
乗
り
出

し
て
話
し
合
っ
た
分
科
会
。

面
白
か
っ
た
、
刺
激
さ
れ
た
、
感
心

し
た
、
学
ん
だ
、
あ
せ
っ
ち
ゃ
っ
た
。

昨
年
、
一
回
大
会
、
誘
わ
れ
て
京
都

に
く
っ
つ
い
て
行
っ
た
。
亀
山
氏
の
講

演
に
み
た
史
実
の
発
掘
の
あ
り
方
、
資

料
に
、
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
、
ノ
ッ
ク
ア

ウ
ト
。
そ
し
て
考
え
た
、
6
5
日
、
自
分
に

何
が
出
来
る
か
と
。
第
二
回
大
会
は
さ

さ
や
い
た
。
〝
行
動
に
移
し
な
さ
い
″
。

第
二
回
総
会
議
事
内
容

詳
細
は
別
項
に
掲
載
し
ま
す
が
、
第

二
回
総
会
は
氏
家
幸
子
幹
事
の
司
会
の

も
と
に
以
下
の
報
出
口
・
審
議
が
さ
れ
ま

し
た
。

一
、
報
土
口
事
項

1
事
務
局
の
動
き
（
第
一
回
総
会
以

後
本
日
ま
で
）
山
崎
幹
事

①
現
在
会
員
数
1

9
8
名
（
，
8
7
年
度
1

6
7
名
、

，
88
年
度
8
月
2
0
日
ま
で
3
1
名
人
会
）

②
幹
事
会
は
3
回
開
催
し
た
。
（
1
1
月
7

日
、
1
月
9
日
古
萄
5
月
2
9
日
東
京
に
て
）

③
会
報
を
3
回
発
行
し
た
。
（
第
1
号
1
2
月

1
5
日
。
第
2
［
サ
3
月
1
5
日
。
第
3
号
6
月
3
0
日
）

④
会
誌
第
1
号
を
3
月
1
5
日
に
発
刊
。

⑤
仝
台
貝
名
簿
を
3
月
1
5
日
に
発
行
。

2
分
科
会
報
出
口
音
同
橋
幹
事

二
、
承
認
事
項

1
近
代
看
護
婦
発
祥
百
年
記
念
行
事

に
つ
い
て
亀
山
幹
事

2
．
8
7
年
度
会
計
決
算
福
本
幹
事

3
A
云
計
酢
皿
査
報
出
口

（
仝
台
貝
）
江
崎
フ
サ
子
・
岡
崎
寿
業
ハ
子

三
、
審
議
事
項

1
，
8
8
任
麻
各
範
方
針
・
計
画
亀
山
昆
豊
翠

2
，
8
8
年
度
会
計
予
算
案
福
本
幹
事

予
算
審
議
で
は
分
科
A
芯
費
四
万
円
の

旦
ハ
体
的
使
途
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、

分
科
会
活
動
推
進
の
た
め
の
連
絡
通
信

費
八
や
地
方
分
科
A
芸
の
経
費
に
当
て
る
と

回
答
が
さ
れ
た
。

各
項
目
に
つ
い
て
出
席
仝
台
貝
全
員
の

替
州
成
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

2
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揖

常

葉

凝

滞

葦

鴇

配

等

許

容

「
近
代
看
護
婦
発
祥
百
年
記
念
事
業
」
に
つ
い
て

昨
年
の
総
会
の
席
上
、
一
九
八
八
年

が
日
本
に
お
け
る
近
代
的
看
護
婦
発
祥

か
ら
百
年
目
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
　
「
近

代
的
看
護
婦
発
祥
百
年
記
念
事
業
」
と

し
て
、
特
殊
記
念
切
手
の
発
行
と
、
何

ら
か
の
国
民
的
行
事
と
な
る
よ
う
な
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
、
そ

の
後
、
テ
レ
ホ
ン
・
カ
ー
ド
　
（
テ
レ
カ
）

の
発
売
と
写
畠
ハ
展
開
催
、
お
よ
び
第
二

同
大
会
を
記
念
大
会
と
す
る
こ
と
な
ど

が
幹
事
会
で
決
定
さ
れ
、
会
報
を
通
し

て
仝
台
貝
に
報
哲
さ
れ
た
。

■
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
テ
レ
カ

当
初
、
特
殊
切
手
発
行
の
た
め
、
近

畿
郵
政
局
よ
り
再
度
の
申
請
手
続
き
を

行
っ
た
ほ
か
、
関
係
省
庁
へ
の
理
解
や

関
係
者
等
へ
の
協
力
を
安
雄
摘
し
た
が
、

生
脚
旧
、
一
九
八
八
年
度
に
は
国
際
的
行

事
や
国
内
博
覧
会
等
が
集
中
し
、
六
六

件
の
申
請
が
あ
っ
た
た
め
、
残
念
な
が

ら
特
殊
切
手
の
発
行
は
断
念
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
。

こ
れ
に
か
わ
り
「
ゆ
う
ペ
ー
ン
」
（
切

手
帳
）
　
や
エ
コ
ー
ハ
ガ
キ
の
発
売
を
検

討
し
た
が
、
経
費
面
で
不
可
能
と
判
断

さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
一
月
九
日
の
幹

事
会
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
テ
レ
カ
千
枚
の

作
製
が
提
案
さ
れ
、
了
解
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
三
月
に
藤
美
津
子
氏

に
テ
レ
カ
の
デ
ザ
イ
ン
を
依
頼
す
る
一

方
、
N
T
T
浜
田
局
に
五
月
中
に
完
成

す
る
よ
う
発
注
を
行
な
っ
た
。
五
月
二

十
九
日
の
幹
事
会
で
出
来
上
っ
た
テ
レ

カ
の
販
売
を
開
始
す
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
通
信
販
売
を
含
め
て
発
売
が
開
始
さ

れ
た
。

発
売
開
始
後
は
様
々
な
施
設
・
団
体
・

催
し
会
場
等
で
テ
レ
カ
の
注
文
が
あ
り
、

八
月
大
会
中
に
当
初
の
予
定
を
上
回
る

三
千
枚
が
完
売
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め

八
月
二
十
一
日
の
幹
事
会
で
今
年
中
に

発
売
す
る
た
め
四
千
枚
目
を
発
注
す
る

こ
と
が
了
承
さ
れ
、
作
製
さ
れ
た
。
な

お
、
会
計
責
任
者
は
藤
村
龍
子
幹
事
。

■
「
看
護
婦
百
年
の
あ
ゆ
み
写
真
展
」

昨
年
十
一
月
七
日
の
幹
事
会
の
席
上

で
洲
脇
幹
事
よ
り
、
記
念
事
業
と
し
て

写
員
展
の
開
催
が
発
案
さ
れ
、
大
筋
で

了
承
さ
れ
た
が
、
会
員
へ
の
了
解
を
得

る
た
め
に
も
細
部
の
検
討
を
要
す
る
こ

と
と
し
て
、
継
続
審
議
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
一
月
九
日
の
幹
事
会
で
は

「
近
代
看
護
婦
発
祥
百
年
記
念
写
真
展
」

の
仮
出
展
目
録
が
亀
山
幹
事
よ
り
提
出

さ
れ
、
大
綱
で
了
承
さ
れ
た
。
こ
の
時

点
で
は
京
都
・
東
京
で
の
開
催
と
、
そ

の
た
め
の
予
算
四
〇
万
円
の
調
達
方
法

お
よ
び
関
係
各
団
体
へ
の
協
力
要
請
の

是
非
等
が
検
討
さ
れ
た
。
ま
た
、
本
会

の
事
業
と
し
な
い
場
合
に
は
　
「
看
護
史

同
好
会
」
　
と
し
て
で
も
開
催
す
る
可
能

性
も
あ
る
こ
と
な
ど
幅
を
も
た
せ
た
提

案
が
あ
っ
た
。

結
果
的
に
は
必
要
経
費
の
う
ち
十
万

円
は
本
会
よ
り
支
出
し
、
他
は
寄
附
に

頼
る
こ
と
、
会
員
に
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
了
解
を
得
る
た
め
に
会
報
を
通

じ
て
報
告
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
写
百
六

展
の
準
備
等
に
は
洲
脇
・
亀
山
両
幹
事

ゞ
′
－
る
こ
と
に
な
っ
た
。

写
真
パ
ネ
ル
作
製
は
三
月
よ
り
開
始

さ
れ
、
京
都
マ
ル
ミ
堂
に
製
作
依
頼
を

行
な
う
一
方
、
展
覧
会
場
と
し
て
京
都

市
地
卜
鉄
御
池
駅
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
六
月

二
〇
日
～
七
月
十
日
）
、
東
京
都
社
会

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
　
（
八
月
十
九
日
～

八
月
二
十
七
日
）
、
名
古
屋
三
越
デ
パ
ー

ト
　
（
九
月
十
五
日
～
九
月
二
卜
一
目
）

に
、
そ
れ
ぞ
れ
予
約
さ
れ
た
。

五
月
二
十
九
日
の
幹
事
会
で
は
写
真

展
の
通
称
を
　
「
看
護
婦
百
年
の
あ
ゆ
み

写
真
展
」
　
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

ま
た
、
当
初
の
予
算
は
京
都
開
催
中
心

に
立
て
ら
れ
た
も
の
な
の
で
、
新
た
に

百
万
円
の
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。
一
方
、

開
催
に
あ
た
り
、
社
団
法
人
京
都
府
看

護
協
会
（
共
催
）
、
社
団
法
人
愛
知
県

看
護
協
会
、
社
団
法
人
日
本
看
護
協
会

愛
知
県
支
部
（
協
賛
）
の
協
力
、
京
都

府
、
京
都
市
、
東
京
都
、
愛
知
県
、
名
古

屋
市
の
各
自
治
体
お
よ
び
、
社
団
法
人

日
本
看
護
協
会
、
社
団
法
人
東
京
都
看

護
協
会
の
後
援
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。

京
都
で
の
開
催
の
直
前
に
な
り
、
京

都
の
会
期
が
六
月
二
十
二
日
～
七
月
二

十
八
日
に
延
長
さ
れ
る
と
の
申
し
出
が

ギ
ャ
ラ
リ
ー
側
か
ら
あ
り
、
実
施
さ
れ
た
。

写
真
展
開
催
に
つ
い
て
は
大
手
三
紙

お
よ
び
地
方
新
聞
各
社
や
テ
レ
ビ
局
の

報
道
が
相
次
ぎ
、
京
都
、
東
京
、
名
古

屋
で
の
反
響
は
大
き
く
、
看
護
・
医
療

関
係
者
の
み
な
ら
ず
、
一
般
人
も
多
く

動
員
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
（
文
責
亀
山
）

な
お
、
今
後
の
写
貢
展
開
催
予
定
は

次
の
と
お
り
。

9
月
2
6
日
～
1
0
月
2
9
日
（
冒
・
祝
休
）

浜
田
郵
便
局
・
島
根
県
浜
田
市
殿
町

後
援
社
団
法
人
島
根
県
看
護
協
会

11
月
2
日
～
日
月
日
日
（
日
・
祝
休
）

福
井
市
々
民
ホ
ー
ル
福
井
市
大
手

共
催
福
井
市

（
福
井
県
看
護
協
会
後
援
申
請
中
）

12
月
1
日
′
・
、
′
1

2
月
2
5
日

滋
賀
県
立
婦
人
セ
ン
タ
ー
・
近
江
八
幡
市

（
〇
七
四
八
－
三
七
－
三
七
五
一
）

（
滋
賀
県
・
滋
賀
県
立
婦
人
セ
ン
タ
ー
、

社
団
法
人
滋
賀
県
看
護
協
会
、
協
賛
ま

た
は
後
援
予
定
）

4
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写
真
展
開
催
の
た
め
の

寄
附
状
況
に
つ
い
て

亀
山
　
美
知
子

会
報
第
三
号
で
寄
附
者
名
簿
の
公
開

を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
多
く
の

方
々
の
御
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
お
蔭

で
、
好
評
の
う
ち
に
写
百
パ
展
が
進
行
し

て
お
り
ま
す
こ
と
を
御
報
告
し
、
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
会
期
中
、
写
貢
展

会
計
を
担
当
す
る
洲
脇
幹
事
が
病
気
の

た
め
、
途
中
よ
り
亀
山
が
引
き
継
ぎ
ま

し
た
こ
と
も
、
あ
わ
せ
御
報
哲
し
ま
す
。

な
お
、
社
団
法
人
京
都
府
看
護
協
会

よ
り
開
催
協
力
金
と
し
て
二
〇
万
円
を

受
領
い
た
し
ま
し
た
。

寄
附
著
名
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

●
団
　
体

三
万
円
＝
医
学
書
院

二
ヒ
、
五
五
八
円
＝
北
里
入
学
病
院
看

護
部
有
志

二
万
円
＝
看
護
の
科
学
社

一
万
二
千
円
＝
東
大
病
院
中
央
五
階
看

護
婦
一
同

一
万
円
＝
東
大
病
院
第
三
内
科
病
棟
看

護
婦
一
同

九
、
四
四
二
円
＝
北
里
大
学
看
護
学
部

教
員
貝
有
志

●
本
会
会
員

三
万
円
＝
飯
鳥
美
代
子

一
万
円
＝
五
十
嵐
節
、
渡
部
尚
子
、
高

嶋
妙
子
、
中
込
仁
、
他
に
匿
名

希
望
者
一
名

五
千
円
＝
松
本
信
一
、
山
本
も
と
子
、

吉
田
弘
子
、
門
脇
ツ
ヤ
子
、
城

井
美
子
、
小
山
千
加
代
、
藤
田

絹
子
、
小
野
清
美

三
千
円
＝
小
野
寺
久
子
、
松
野
睦
子
、

岡
崎
寿
美
子

二
千
円
＝
金
谷
幸
子
、
鈴
木
一
子
、
岡

崎
コ
ナ
子

千
　
円
＝
佐
藤
善
根
子

●
一
般
　
（
偶
人
）

五
万
円
＝
大
塚
幸
三

三
万
円
＝
原
田
郁
代
、
森
ま
さ
子

一
万
円
＝
井
川
チ
エ
子
、
若
菜
キ
ミ
、

木
卜
安
子
、
坂
内
正
道
、
名
原

寿
子
、
佐
々
木
由
紀
子

七
千
円
＝
金
井
悦
子

五
千
円
＝
宮
崎
和
子

三
千
円
＝
阿
部
八
重
子
、
佐
藤
鈴
子
、

柳
沢
愛
子
、
佐
藤
繁
子
、
中
山

照
美
、
伊
藤
き
よ
み
、
林
滋
子

川
崎
多
恵
子

二
千
円
＝
鈴
木
員
代
、
浅
田
、
加
藤
京

子
、
中
村
シ
ズ
子
、
国
分
ア
イ
、

大
嶽
康
子

千
　
円
＝
関
戸
好
子
、
大
橋
真
理
子
、

脆
谷
照
子
、
服
部
宮
子
、
岡
登

志
子
、
服
部
万
里
子
、
江
水
俊

子
、
淡
路
千
枝
子
、
小
菅
ヒ
サ
、

南
野
千
恵
子

分
科
会
報
告

高
橋
み
や
子

第
二
回
大
会
に
お
け
る
分
科
会
は
、

2
4
分
科
会
の
う
ち
、
7
つ
の
分
科
会
が

討
議
を
行
い
ま
し
た
。

1
「
文
学
・
映
像
に
見
る
看
護
」
参
加

者
11
名
。
五
十
嵐
節
氏
よ
り
、
藤
原
長

子
の
「
讃
岐
典
待
日
記
」
の
記
述
に
み

る
堀
川
天
皇
の
看
護
と
、
日
記
よ
り
看

護
を
抽
出
す
る
過
程
及
び
文
献
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た
。

2
「
G
H
Q
」
参
加
者
1

2
名
。
ラ
イ
ダ
ー

島
崎
玲
子
氏
よ
り
、
第
二
次
世
界
大
戦

前
の
日
本
国
憲
法
・
教
育
法
・
民
法
の

概
要
と
、
戦
後
の
占
領
政
策
の
一
環
と

し
て
行
な
わ
れ
た
看
護
改
革
に
つ
い
て
、

ア
メ
リ
カ
国
立
図
書
館
の
資
料
に
基
づ

い
た
報
告
が
あ
っ
た
。

3
「
臨
床
看
護
史
」
参
加
者
1

3
名
。
大

西
雅
子
氏
よ
り
、
「
記
念
誌
か
ら
み
た

大
学
病
院
に
お
け
る
看
護
衣
の
変
遷
－

近
代
史
を
中
心
に
ー
」
の
報
哲
が
あ
り
、

そ
の
後
、
参
加
者
の
テ
ー
マ
で
あ
る
県

看
護
史
、
病
院
看
護
史
、
シ
ー
ツ
・
ベ
ッ

ト
の
歴
史
等
に
つ
い
て
討
議
し
た
。

4
「
看
護
教
育
史
」
参
加
者
1

2
名
。
藤

村
龍
子
氏
よ
り
、
今
後
の
研
究
課
題
と

視
座
に
つ
い
て
、
各
種
学
校
の
歴
史
、

明
治
・
大
正
・
昭
和
の
看
護
教
育
の
実

情
・
G
H
Q
の
「
模
範
学
院
」
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
と
そ
の
影
響
等
、
具
体
例
を

上
げ
て
報
出
口
が
あ
っ
た
。

5
　
「
宗
教
と
看
護
」
参
加
者
3
名
。
吉

田
弘
子
氏
よ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
と
看
護

に
つ
い
て
は
研
究
さ
れ
て
い
る
が
、
仏

教
と
看
護
に
つ
い
て
は
、
さ
れ
て
い
な

い
と
の
指
摘
が
あ
り
、
今
後
の
研
究
課

題
と
視
座
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
た
。

6
　
「
公
衆
衛
生
看
護
」
参
加
者
2
名
。

佐
々
木
美
幸
氏
よ
り
　
「
鳥
取
県
に
お
け

る
農
村
保
健
婦
養
成
の
は
じ
ま
り
」
　
の

報
告
が
あ
り
、
農
村
保
健
婦
養
成
の
位

置
づ
け
等
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
た
。

7
　
「
助
産
・
助
産
婦
の
歴
史
」
参
加
者

5
名
。
小
野
清
美
氏
よ
り
、
「
女
の
性

と
便
所
と
の
係
わ
り
の
視
点
か
ら
探
る
」

の
報
告
が
あ
っ
た
。

分
科
会
に
お
け
る
話
題
提
供
は
、
提

供
者
・
参
加
者
共
々
に
相
互
に
刺
激
し

合
い
学
び
A
ワ
つ
よ
い
機
会
で
あ
り
、
ま

た
、
参
加
者
同
志
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

研
究
を
推
進
さ
せ
る
起
動
力
に
な
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

た
っ
た
一
人
で
あ
っ
て
も
話
題
提
供

す
る
事
に
よ
り
、
必
ず
同
行
の
友
が
現

わ
れ
る
と
確
信
し
ま
す
。
学
会
に
参
加

す
る
事
を
通
し
て
、
自
分
が
関
心
を
抱

い
て
い
る
テ
ー
マ
を
徐
々
に
具
体
化
し

形
あ
る
も
の
に
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

来
年
度
は
、
話
題
提
供
者
を
早
く
募

り
、
学
会
案
内
時
に
は
、
開
く
予
定
の

分
科
会
と
話
題
提
供
者
、
参
加
者
の
準

備
す
る
資
料
等
を
お
知
ら
せ
し
、
実
り

あ
る
分
科
会
に
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
皆
様
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

5
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新
入
会
員
紹
介

（
8
8
年
8
月
3
1
日
ま
で
）

〇
渡
辺
尚
子
〒
3

3
8
浦
和
市
上
大
久

保
五
一
九
県
立
衛
生
短
大

〇
渡
部
貴
美
子
〒
1

9
4
町
田
市
玉
川
学

園
一
－
二
ハ
ー
一
七

〇
城
井
　
美
子

ニ
ー
一
－
⊥

○
青
山
　
和
子

本
町
讐
三

〇
平
山
　
厚
子

一
六
　
一

〇
伊
藤
　
晴
美

〒
2
28
相
模
原
市
北
里

北
里
大
学
看
護
学
部

〒
8

3
0
久
留
米
市
津
福

聖
マ
リ
ア
学
院
短
大

〒
3

3
5
蕨
市
塚
越
一

二〒
6

0
1
京
都
市
中
京
区

尾
町
五
〇
－
一

神
奈
川
県
立
衛
生
短
大

○
植
村
小
夜
子
〒
6

0
4
京
都
市
中
京
区

西
堀
川
通
り
御
池
下
ル

京
都
市
中
京
保
健
所

〇
中
条
桂
子
〒
6

0
4
京
都
市
中
京
区

西
堀
川
通
り
御
池
下
ル

京
都
市
中
京
保
健
所

大
宮
医
師
会
大
宮
病
院

○
都
甲
綾
子
〒
8
1

8
筑
紫
野
市
俗
明

院
三
七
七
！
一
福
岡
大
学
筑
紫
病
院

○
片
岡
千
雅
子

〒
98
1
仙
台
市
崖
陵
町

西
ノ
京
南
円
町
三
八

〇
大
西
雅
子
〒
9

2
0
金
沢
市
里
見
町

五
八

〇
伊
藤
幸
子
〒
2
2

8
相
模
原
市
北
里

二
暑
丁
⊥
北
里
大
学
看
護
学
部

○
川
島
和
子
〒
3
3

8
与
野
市
上
落
合

九
三
－
干
上
T
去
望

○
末
永
ち
ぢ
代
〒
6
5

0
神
戸
市
中
央
区

港
島
中
町
四
！
六

神
戸
市
立
看
護
短
大

○
筒
井
ト
キ
〒
3
1
4
－
肌
茨
城
県
鹿

島
郡
神
栖
町
賀
二
六
四

鹿
島
白
十
字
高
等
看
護
学
院

○
菅
原
ス
ミ
〒
1

6
0
新
宿
区
信
濃
町

ニ
ー
一

東
北
大
学
医
療
技
術
短
大
部

○
宮
原
紀
子
〒
1

5
0
渋
谷
区
恵
比
寿

二
！
三
円
雷
一
〇

東
京
都
立
広
尾
看
護
専
門
学
校

○
相
本
和
子
〒
2
5

2
藤
沢
市
高
倉
九

九
六
二
二

藤
沢
市
立
看
護
専
門
学
校

○
野
島
章
子
〒
紺
0
1
佐
賀
市
鍋

島
町
鍋
島
三
本
杉

佐
賀
医
科
大
病
院

千
葉
・
東
京
地
区

研
究
会
が
発
足

第
一
回
研
究
会
が
去
る
九
月
十
日
、

千
葉
県
立
衛
生
短
大
で
開
か
れ
、
今
後

の
活
動
計
画
が
決
定
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
7
名
で
し
た
が
、
研
究
意
欲
に
あ

ふ
れ
た
メ
ン
バ
ー
の
集
り
で
、
一
緒
に

学
ん
で
い
く
方
々
の
参
加
を
歓
迎
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
二
か
月
に
一
回

定
期
的
に
研
究
会
を
開
催
、
同
一
テ
ー

マ
で
は
な
く
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
タ
ー
に

よ
る
話
題
提
供
や
、
部
外
者
を
講
師
に

招
い
て
学
習
を
続
け
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
参
加
希
望
の
方
は
、
千
葉

県
立
衛
生
短
大
の
小
野
清
美
氏
へ
御
連

絡
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
（
高
橋
）

河
村
　
郁
悲
し
み
の
阿
修
羅

べ
っ
し
よ
も
え
こ
著
定
価
三
、
〇
〇
〇
円

聖
路
加
国
際
病
院
附
属
高
等
看
護

学
校
（
い
ま
の
看
護
人
学
二
期
生
・

日
本
看
護
協
合
名
常
会
員
で
あ
る
大

先
達
の
看
護
実
践
・
看
護
教
育
・
看

護
行
政
そ
し
て
看
護
協
会
の
活
動
に

果
た
さ
れ
た
足
跡
が
、
可
能
な
限
り

活
写
さ
れ
た
感
動
の
伝
記
。

看
護
教
育
の
実
践
的
展
開

l
る
看
護
婦
教
師
の
あ
ゆ
み

杉
森
み
ど
里
著
A
5
定
価
二
、
三
〇
〇
円

看
護
の
科
学
社

東
京
都
豊
島
区
南
大
塚
一
丁
目
十
三
番
四
号

一
⑮
冊
　
℡
〇
三
（
九
四
三
）
〇
二
四
四

（
、
）
船
木
ノ
ブ
子

－
三
－
二

〒
吊
文
京
区
本
郷
七

東
大
病
院

○
岡
田
麗
江
〒
6
5

0
神
戸
市
中
央
区

港
島
中
町
四
書
－
六

○
水
川
　
怜
子

神
戸
市
立
看
護
短
大

〒
15
1
渋
谷
区
代
々
木

三
五

〇
花
岡
重
ハ
佐
子

三
五

〇
小
玉
香
津
子

慶
応
義
塾
看
護
短
大

〒
16
0
新
宿
区
信
濃
町

慶
応
義
塾
看
護
短
大

〒
横
浜
市
旭
区
中

二
手
一

J
R
東
日
本
中
央
健
康
管
理
所

○
城
生
弘
美
〒
1
5

0
渋
谷
区
恵
比
寿

南
二
霊
⊥
六
1
一
二

（
、
）
岸
本
多
恵
子
〒
3
3
2
大
宮
市
宮
原
町

ニ
ー
一
二
千
－
二
ハ

研
究
論
文
の
募
集
に
つ
い
て

看
護
歴
史
の
研
究
の
成
果
を
機
関
誌

「
日
本
看
護
歴
史
学
会
誌
」
に
掲
載
希

望
の
方
は
、
奮
っ
て
投
稿
し
て
く
だ
さ

い
。
審
査
の
上
、
掲
載
し
ま
す
。

随
時
受
付
け
て
お
り
ま
す
が
第
二
号

の
応
募
締
切
り
は
十
一
月
末
日
で
す
。

投
稿
先
は
〒
1

6
0
新
宿
区
信
濃
町
3
5
慶
応

義
塾
看
護
短
大
藤
村
龍
子
宛
で
す
。

日
本
看
護
歴
史
学
会
会
報
第
四
号

編
集
・
発
行
責
任
者

〒
1
5
0
東
京
都
渋
谷
区
広
尾
四
⊥
－
三

日
赤
看
護
大
学
内

山
本
捷
子

頒
価
三
百
円

日
本
看
護
歴
史
学
会
事
務
局

〒
6
7
5
－

0
1
加
古
川
市
平
岡
町
新
在
家
二
三
〇

兵
庫
女
子
短
大
山
崎
雅
代
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